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(54)【発明の名称】 反射型カラー液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  フィールドシーケンシャル方式のカラー液晶
表示装置を半透過半反射型とする。
【解決手段】  半透過半反射型カラー液晶表示装置１０
は、フィールドシーケンシャル方式で制御される液晶セ
ル１２と、この液晶セル１２の背面に配置された半透過
半反射装置１４とからなり、半透過半反射装置１４に
は、それぞれが透過領域及び反射領域からなり、Ｒ・Ｇ
・Ｂの３色の光を透過及び反射させる色領域１８Ｒ、１
８Ｇ、１８Ｂが形成された帯状の半透過半反射フィルム
１８及びその内側に光源３０が配置され、この半透過半
反射フィルム１８が駆動装置２０によって駆動されて、
色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂが順次液晶セル１２の背
面側に移動し、液晶セル１２はこの色領域の色に同期し
て色順に光透過率が制御される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】画素毎に、表示すべき画面の１フレームに
おける２以上の色数に対応して順次光透過率が制御され
るフィールドシーケンシャル方式の液晶セルと、この液
晶セルを透過する外光が入射する位置に配置された半透
過半反射装置と、を有してなり、この半透過半反射装置
は、前記１フレームの表示色に対応する色に着色された
２以上の色領域を含み、各色領域が透過及び反射領域を
備えた半透過半反射フィルムと、この半透過半反射フィ
ルムを挟み、前記液晶セルに背面から光照射する位置に
配置された光源と、前記半透過半反射フィルムを前記液
晶セルの画素における色順の制御に同期して、前記２以
上の色領域が、選択的に前記光源による出射光を前記液
晶セル方向に透過し、且つ、前記入射光を前記液晶セル
に向けて反射させる位置に順次移動するように駆動する
駆動装置とを有することを特徴とする半透過半反射型カ
ラー液晶表示装置。
【請求項２】請求項１において、前記半透過半反射フィ
ルムはエンドレス帯状であり、その表側に、フィルム長
手方向に前記２以上の色領域が配置され、前記駆動装置
は、前記エンドレス帯状の半透過半反射フィルムを巻き
掛けて支持するロール及びこのロールを回転駆動するモ
ータを備えたことを特徴とする半透過半反射型カラー液
晶表示装置。
【請求項３】請求項１又は２において、前記半透過半反
射フィルムには、前記２以上の色領域を１組として、少
なくとも１組設けられており、各色領域毎における前記
透過及び反射領域は、前記順次移動方向に対して傾斜角
度を有する複数のストライプ状に交互に配列されること
を特徴とする半透過半反射型カラー液晶表示装置。
【請求項４】請求項３において、ストライプ状に交互に
配列された前記透過及び反射領域が、前記順次移動方向
と直交する方向にジグザグに延びる形状をしていること
を特徴とする半透過半反射型カラー液晶表示装置。
【請求項５】請求項４において、前記透過及び反射領域
がジグザグ形状をしており、このジグザグの折り返し点
が前記液晶セルの各画素に少なくともひとつは重なるよ
うにされていることを特徴とする半透過半反射型カラー
液晶表示装置。
【請求項６】請求項３、４又は５において、前記傾斜角
度が１０°～８０°であることを特徴とする半透過半反
射型カラー液晶表示装置。
【請求項７】請求項１又は２において、前記半透過半反
射フィルムには、前記２以上の色領域を１組として、少
なくとも１組設けられており、各色領域毎に前記透過及
び反射領域が、その色領域における移動方向前側と後側
に分割され配置されていることを特徴とする半透過半反
射型カラー液晶表示装置。
【請求項８】請求項１乃至７のいずれかにおいて、前記
透過領域対反射領域の面積比が２：１から１：９までの
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範囲であることを特徴とする半透過半反射型カラー液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、フィールドシー
ケンシャル方式の半透過半反射型カラー液晶表示装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、省エネ、低コスト化及び解像度の
向上を利点として、フィールドシーケンシャル法を用い
たカラー液晶表示装置が提案されている。
【０００３】このフィールドシーケンシャル法によるカ
ラー液晶表示原理は、液晶ディスプレイ（以下ＬＣＤ）
を光シャッターとして用いるものであり、ＬＣＤの背面
より順次点灯する光源により照射して、光源色を高速度
で切り換えるようにされている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うなフィールドシーケンシャル方式のカラー液晶表示装
置は、前述のように、ＬＣＤの背面より順次点灯する光
源で照らす必要があって、光源による電力消耗が大き
く、バッテリ駆動の携帯用電子機器の液晶表示装置には
不適切であるという問題点があった。反射型とすること
も考えられるが、その場合、外光が少なくなると、表示
画面が暗くなるという問題点があった。
【０００５】この発明は、上記従来の問題点に鑑みてな
されたものであって、フィールドシーケンシャル方式で
ありながら、消費電力の小さい上、鮮明、且つ、明るい
画面表示が可能な半透過半反射型カラー液晶表示装置を
提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明者は、色別の透過
及び反射領域を有する半透過半反射フィルムをＬＣＤの
背面側に組み込み、更にその背面から光照射し、ＬＣＤ
の各色表示に対応する明暗パターンの切替と同期して移
動させることによって、フィールドシーケンシャル方式
の半透過半反射型カラー液晶表示装置を構成できること
を見出した。
【０００７】この発明は、画素毎に、表示すべき画面の
１フレームにおける２以上の色数に対応して順次光透過
率が制御されるフィールドシーケンシャル方式の液晶セ
ルと、この液晶セルを透過する外光が入射する位置に配
置された半透過半反射装置と、を有してなり、この半透
過半反射装置は、前記１フレームの表示色に対応する色
に着色された２以上の色領域を含み、各色領域が透過及
び反射領域を備えた半透過半反射フィルムと、この半透
過半反射フィルムを挟み、前記液晶セルに背面から光照
射する位置に配置された光源と、前記半透過半反射フィ
ルムを前記液晶セルの画素における色順の制御に同期し
て、前記２以上の色領域が、選択的に前記光源による出
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3
射光を前記液晶セル方向に透過し、且つ、前記入射光を
前記液晶セルに向けて反射させる位置に順次移動するよ
うに駆動する駆動装置とを有することを特徴とする半透
過半反射型カラー液晶表示装置により、上記目的を達成
するものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施の形態の例を図
面を参照して詳細に説明する。
【０００９】図１に示されるように、この実施の形態の
例に係る半透過半反射型カラー液晶表示装置１０は、同
一画素に、表示すべき画面の１フレームのＲ（赤色）・
Ｇ（緑色）・Ｂ（青色）の３色に対応して順次、光透過
率が制御されるフィールドシーケンシャル方式の液晶セ
ル１２と、この液晶セル１２を透過する外光が入射する
ように、前記液晶セル１２の背面に配置された半透過半
反射装置１４と、を備えて構成されている。
【００１０】前記液晶セル１２は、制御装置１６によっ
て、フィールドシーケンシャル（画素順次表示）法によ
るカラー表示、即ち、色を時間的に混合する方法でカラ
ー表示をするものである。
【００１１】具体的には、Ｒ・Ｇ・Ｂを３つのフィール
ド（画像）に分け、それらのフィールドを高速で順番に
切り換えて１のカラー画像を合成するようにされてい
る。
【００１２】従って、瞬間の時刻においては単色の画像
しか表示されていないが、フィールドの繰り返し速度
が、ちらつきとして認識されない程度に十分に速けれ
ば、網膜の残像現象により色が混合され、カラー画像と
して認識される。
【００１３】前記液晶セル１２の背面から入射するＲ・
Ｇ・Ｂの単色光は前記反射装置１４により形成され、液
晶セル１２の、光シャッターとしての切換タイミングに
合わせて各色光を順次透過及び反射形成するようにされ
ている。
【００１４】前記半透過半反射装置１４は、Ｒ・Ｇ・Ｂ
の３色の透過及び反射光を形成するように、３つの色領
域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂに色分けされたエンドレス帯
状の半透過半反射フィルム１８（図２参照）と、この半
透過半反射フィルム１８を巻き掛けて駆動するための一
対のロール２０Ａ、２０Ｂと、少なくとも一方のロール
を駆動するモータ２０Ｃとを含んで構成された駆動装置
２０と、前記一対のロール２０Ａ、２０Ｂ及び半透過半
反射フィルム１８の内側に配置され、出射光を、前記半
透過半反射フィルム１８を介して前記液晶セル１２の背
面に照射するための光源３０と、から構成されている。
【００１５】前記色領域１８Ｒは、透過領域２２Ｒと反
射領域２４Ｒとからなり、これらは、前記半透過半反射
フィルム１８の順次移動方向に交互に現われるように配
列されている。前記透過領域２２Ｒ及び前記反射領域２
４Ｒの形状は、いずれも一定幅を有したジグザグ形状で

4
あり、そのジグザグは、前記フィルム１８の順次移動方
向に直交する方向に延びている（図３参照）。又、ジグ
ザグの角度、すなわち、前記透過領域２２Ｒ及び前記反
射領域２４Ｒの傾斜角度は前記移動方向又はこれと直交
する方向に対して１０°～８０°とされている。
【００１６】同様に、前記色領域１８Ｇ及び１８Ｂも、
それぞれ透過領域２２Ｇ及び２２Ｂと反射領域２４Ｇ及
び２４Ｂとからなり、これらは、前記フィルム１８の順
次移動方向に交互に現われるように配列されている。こ
れらの形状も、一定幅を有したジグザグであり、前記移
動方向に直交する方向に延びている。
【００１７】前記モータ２０Ｃは、制御装置１６によっ
て、前記液晶セル１２のフィールドの切換え速度の範囲
内で、前記色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂが、順番に液
晶セル１２の背面に位置するように制御される。液晶セ
ル１２のフィールドの切換えは、色領域１８Ｒ、１８
Ｇ、１８Ｂの切替速度に同期して制御される。
【００１８】前記液晶セル１２は、その一部が図４に拡
大して示されるように、観察者側から、表示側透明基板
１２Ａ、透明共通電極１２Ｂ、この透明共通電極の各画
素における外周部と前記表示側透明基板１２Ａとの間に
形成されているブラックマトリックス１２Ｃと、配向膜
１２Ｄと、液晶層１２Ｅと、この液晶層１２Ｅを前記配
向膜１２Ｄと共に挟み込む反対側の配向膜１２Ｆと、配
向膜１２Ｆを支持する画素電極１２Ｇと、透明画素電極
１２Ｇを支持するＴＦＴアレイ透明基板１２Ｈと、偏光
板１２Ｉ、１２Ｌと、光学補償フィルム１２Ｊ、１２Ｋ
と、を備えて構成されている。
【００１９】なお、この液晶セル１２は、図４の構成に
限定されるものでなく、他の周知技術の要素により構成
するようにしてもよい。但し、従来のカラー液晶表示装
置とは、各色毎のカラーフィルタを備えずに、各画素が
複数の色を表示する点において相違する。
【００２０】前記半透過半反射装置１４における前記半
透過半反射フィルム１８の断面構造は、図５に示される
ように、樹脂フィルム等の基材フィルム１８Ａ上に、平
面視ではジグザグ形状の反射層１９が、一定間隔で間欠
的に形成され、その上に着色層１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ
が形成されている。着色層１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂは、
前記反射層１９の間を埋めると共に、この反射層１９を
含んで、当該フィルム１８が均一な厚さとなるようにさ
れている。前記反射層１９が形成されている領域が前記
反射領域２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂであり、形成されてい
ない領域が前記透過領域２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂであ
る。
【００２１】前記基材フィルム１８Ａは、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、ポリエステルフィ
ルム、ポリカーボネートフィルム、ポリアクリルフィル
ム、ポリオレフィンフィルム等の透明なプラスチックフ
ィルムを用いる。この基材フィルム１８Ａの厚みは特に
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限定されないが、１０μｍ～５ｍｍが良い。
【００２２】前記基材フィルム１８Ａの厚みが１０μｍ
以下であると、連続した回転（移動）における耐擦傷性
に劣り、又、５ｍｍ以上であると、剛性が過大になり回
転が円滑に行われず、光吸収が過大になり、光透過率が
低くなる。
【００２３】基材フィルム１８Ａ上に形成される前記反
射層１９は、例えばアルミニウム、銀等の高反射率の金
属を、物理気相堆積（Physical  Vapor  Deposition；
ＰＶＤ）法によって形成する。ＰＶＤ法としては、真空
蒸着法、スパッタリング法、イオンプレーティング法等
のような金属薄膜を形成する通常の手段から適宜選択さ
れる。又、反射層１９は、複数層に積層して形成しても
良い。ここで、反射層１９の厚みは５０ｎｍ～１００ｎ
ｍ程度であれば十分な反射率を得ることができる。前記
基材フィルム１８Ａ上の全表面に成膜された前記反射層
１９をジグザグ形状をした前記反射領域２４Ｒ、２４
Ｇ、２４Ｂとなるようにパターニングするために、ホト
エッチング（写真蝕刻）法等が用いられる。
【００２４】前記反射層１９がパターニングされた基材
フィルム１８Ａの上に、図５に示されるように、着色層
１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂを形成して、所定の色の光を透
過及び反射するようにされている。具体的着色方法は、
従来のカラーフィルタの着色法と同様であり、即ち、染
色法、分散法等の手段を用いる。
【００２５】又、前記光反射層を蒸着法等のＰＶＤによ
り形成した場合は、該反射層の劣化を防止するために、
反射層１９及び着色層１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの上に、
図５において２点鎖線で示されるように、例えばアクリ
ル樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ウレタン樹
脂、アルキト樹脂等の塗工膜、からなる保護層１９Ｃを
設けるとよい。この塗工は、ロールコーティング、グラ
ビアコーティング、スプレーコーティング等によるとよ
い。更に、酸化ケイ素等の無機物の薄膜も保護層として
用いることができる。
【００２６】前記液晶セル１２の液晶層１２Ｅに用いる
液晶の種類としては、後述のように、液晶の応答を２～
３ｍｓ以下にする必要があり、ＴＦＴにはポリシリコン
のような高速スイッチトランジスタを用いることが好ま
しく、ＯＣＢ（Optically  Compensated  Birefringenc
e）液晶、強誘電性液晶等の高速応答液晶が好ましい。
【００２７】フィールドシーケンシャル表示の場合、画
面のちらつきを発生させないためには、フィールド期間
を１７ｍｓ（１／６０ｓｅｃ）以下にする必要があり、
従って、各色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂの表示期間は
６ｍｓ以下に設定する必要がある。
【００２８】なお、色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂの移
動速度は、液晶セル１２における画面全体の大きさに比
例し、各色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂの移動方向の長
さに反比例することになる。
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【００２９】又、半透過半反射フィルム１８における色
領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂの移動方向は、液晶セル
（画面）に対して上下方向、左右方向、斜め方向のいず
れであってもよい。
【００３０】上記実施の形態の第１例に係る半透過半反
射型カラー液晶表示装置１０においては、半透過半反射
装置１４における半透過半反射フィルム１８の、色領域
１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂが駆動装置２０によって、所定
の速度で一定方向に回転されるのに同期して、液晶セル
１２の画素が該当する色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂの
いずれかの色を表示するための制御が制御装置１６によ
ってなされる。
【００３１】従って、前記のような１７ｍｓ以下の間隔
で色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂが順次移動して、これ
に合わせて、液晶セル１２でのＲの表示、Ｇの表示、Ｂ
の表示の制御を順次行うことにより、バックライト光源
３０からの出射光が色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂにお
ける透過領域２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂのいずれかで透過
されて着色光となり、液晶セル１２を透過し、又、液晶
セル１２の表面から入射した外光が該液晶セル１２を透
過してから、色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂにおける反
射領域２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂのいずれかで反射されて
着色光となり、再度液晶セル１２を透過し、順次色表示
を行うことになる。
【００３２】更に詳細には、図５に示されるように、前
記バックライト光源３０からの出射光Ｔａが、前記半透
過半反射フィルム１８の透過領域２２Ｒ、２２Ｇ、２２
Ｂのいずれかに入射すると、それぞれ着色層１９Ｒ、１
９Ｇ、１９Ｂを透過する際に着色光となる。その後、前
記着色光が前記液晶セル１２を透過するタイミングを、
前記駆動装置２０と同期させて、前記制御装置１６によ
って制御し、透過着色光Ｔｂとして出射させて所望の色
表示を行なう。
【００３３】一方、同時に、周囲から入射した外光Ｒａ
が、前記フィルム１８の反射領域２４Ｒ、２４Ｇ、２４
Ｂのいずれかに入射し反射すると、それぞれ着色層１９
Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂを透過する際に着色光となる。その
後は、前記と同様に液晶セル１２、駆動装置２０及び制
御装置１６により、反射着色光Ｒｂとして出射させ所望
の色表示を行う。
【００３４】このように、周囲の環境の明暗に拘らず、
透過着色光Ｔｂと反射着色光Ｒｂとを前記液晶セル１２
から出射させることができる。
【００３５】観察者側では、１／６０秒以下のフィール
ド期間で同一画素でのＲ、Ｇ、Ｂの色光が順次表示され
ることによって、網膜の残像現象によって時間的に色が
混合されて、カラー画像として認識されることになる。
【００３６】特に、この実施の形態の例に係る半透過半
反射型カラー液晶表示装置１０においては、単色光を形
成するためのバックライト光源３０を用いることによ
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7
り、鮮明、且つ、明るい画面表示を、少ない電力消費量
で実現できるので、バッテリ駆動の携帯用電子機器等に
用いて好適である。
【００３７】無背景に文字を描いたときの画像の明度
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が、表１に示される。但し、値は相対的で、従来の例の
背景部を基準値１とした無名数である。
【００３８】
【表１】

【００３９】バックライト光源３０による透過着色光
や、外光による反射着色光を適宜利用することで、表１
に示されるように、背景部の明度が従来の１．４倍に向
上する。これにより、文字部の明度が従来のままであっ
ても、鮮明度は１．４倍に向上し、画像が見易くなる。
【００４０】なお、前記半透過半反射フィルム１８の前
記透過領域２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂの面積の合計と前記
反射領域２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂの面積の合計との比が
２：１乃至１：９の範囲のいずれかに収まることが好ま
しい。この透過領域２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂの面積の合
計が反射領域２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂの面積の合計の２
倍超になると、外光の利用率が低下するため、その分を
余計に光源３０に依存しなければ明るい画面を表示でき
なくなる。又、その比が１／１０未満になると、外が暗
くても、光源３０からの光が遮られるため、その分、光
源３０の電力が浪費されるばかりでなく、不鮮明、且
つ、暗い画面しか表示できない。
【００４１】又、半透過半反射フィルム１８の透過及び
反射領域で構成されるジグザグ形状の最小単位の大きさ
を液晶セル１２の１画素の大きさよりも小さくすること
により、この半透過半反射フィルム１８を動かす際、液
晶セル１２を制御するための精度を上げることなく、観
察者側から見た画面の明暗のちらつき現象を抑えるよう
にされている。
【００４２】更に、前記ジグザグ形状をした透過及び反
射領域は、モザイク状又はハニカム状等でも、その形状
の最小単位の大きさが液晶セル１２の１画素の大きさよ
りも小さければ、前記半透過半反射フィルム１８の駆動
制御の精度を上げることなく、同様の作用を及ぼすこと
になる。
【００４３】次に、図６に示される本発明の実施の形態
の第２例に係る半透過半反射型カラー液晶表示装置４０
について説明する。
【００４４】この半透過半反射型カラー液晶表示装置４
０（全体図示省略）は、前記図１に示される半透過半反
射型カラー液晶表示装置１０と同様の液晶セル１２（図
示省略）、制御装置１６（図示省略）、駆動装置２０
（図示省略）、バックライト光源３０の他に、前記半透
過半反射フィルム１８とは異なるパターンの透過及び反
射領域を有する半透過半反射フィルム２８を含む半透過
半反射装置３４から構成されている。

【００４５】前記半透過半反射フィルム２８には、前記
色領域１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂと同様の、Ｒ・Ｇ・Ｂの
３色の色領域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂが設けられてい
る。
【００４６】前記色領域２８Ｒは、図６に示されるよう
に、透過領域３２Ｒと反射領域３４Ｒとからなり、これ
らは色領域２８Ｒを、フィルム２８の移動方向前半側と
後半側に２分割するように配置されている。
【００４７】同様に、前記色領域２８Ｇは、透過領域３
２Ｇと反射領域３４Ｇとから、又、前記色領域２８Ｂ
は、透過領域３２Ｂと反射領域３４Ｂとからなり、これ
らはそれぞれ色領域２８Ｇ又は２８Ｂを、フィルム２８
の移動方向前半側と後半側に２分割するように配置され
ている。
【００４８】前記半透過半反射装置３４における前記半
透過半反射フィルム２８の断面構造は、図５に示された
半透過半反射フィルム１８のそれと模式的には同様であ
る。異なる点は、基材フィルム１８Ａ上に、一定間隔で
間欠的に形成される反射層１９の平面形状がジグザグ状
ではなく、矩形をしており、各色領域２８Ｒ、２８Ｇ、
２８Ｂに１領域ずつ、それぞれ反射領域３４Ｒ、３４
Ｇ、３４Ｂとして配置されている点である。
【００４９】前記モータ２０Ｃは、制御装置１６によっ
て、前記液晶セル１２のフィールドの切換え速度の範囲
内で、前記色領域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂが、順番に液
晶セル１２の背面に位置するように制御される。液晶セ
ル１２のフィールドの切換えは、色領域２８Ｒ、２８
Ｇ、２８Ｂ切換え速度に同期して制御される。
【００５０】前記半透過半反射フィルム２８は、前記液
晶セル１２に対し、前記モータ２０Ｃによって、３２Ｒ
→３４Ｒ→３２Ｇ→３４Ｇ→３２Ｂ→３４Ｂの順に、色
領域毎に透過領域と反射領域とが１回ずつ現われるよう
にされている。
【００５１】これにより、前記実施の形態の第１例と同
様に周囲の環境の明暗に拘らず、透過着色光と反射着色
光とを前記液晶セル１２から出射させることができる。
【００５２】フィールドシーケンシャル表示の画面のち
らつきを発生させないためのフィールド期間や、各色領
域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂの表示期間の制御条件等も、
前記本発明の実施の形態の第１例と同様である。
【００５３】なお、半透過半反射フィルム２８における
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色領域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂの移動方向は、液晶セル
（画面）に対してそれぞれの色領域を横断する方向でな
ければならない。
【００５４】本発明の実施の形態の第２例では、前記反
射領域３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂが単純な一塊の矩形状を
しており、各色領域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂの中にそれ
ぞれ１領域しか占めないため、その反射層１９をパター
ニングする工程においても、ジグザグ形状にするほどに
は高精細さが要求されないので、低コストで当該フィル
ム２８が製造できる。
【００５５】更に、本発明の実施の形態の第３例に係る
半透過半反射型カラー液晶表示装置７０について説明す
る。
【００５６】この半透過半反射型カラー液晶表示装置７
０（全体図示省略）は、前記図１に示される半透過半反
射型カラー液晶表示装置１０と同様の液晶セル１２（図
示省略）、制御装置１６（図示省略）、駆動装置２０
（図示省略）、バックライト光源３０（図示省略）の他
に、前記半透過半反射フィルム２８とは異なる配列の透
過及び反射領域並びに色領域を有する半透過半反射フィ
ルム３８を含む半透過半反射装置５４（図示省略）から
構成されている。
【００５７】前記半透過半反射フィルム３８には、前記
色領域２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂと同様の、Ｒ・Ｇ・Ｂの
３色の色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ及び３４Ｒ、３４
Ｇ、３４Ｂが、それぞれ透過領域及び反射領域に設けら
れている（図７参照）。
【００５８】又、前記半透過半反射フィルム３８は、前
記液晶セル１２に対し、前記駆動モータ２０Ｃによって
駆動され、３２Ｒ→３２Ｇ→３２Ｂ→３４Ｒ→３４Ｇ→
３４Ｂの順に、各色領域が、透過及び反射領域毎に、各
１回ずつ現われるようにされている。
【００５９】図７に示されるように、周囲の環境が暗い
状況では、光源３０を点灯することによって、透過領域
３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂが、各色領域として使用され、
反射領域３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂが遮光着色領域として
作用する。逆に、周囲が明るい環境では、光源３０を消
灯することによって、透過領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ
が遮光着色領域として作用し、外光によって照らされた
反射領域３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂが各色領域として使用
される。
【００６０】このように、周囲の環境の明暗に応じ、透
過着色光と反射着色光とを前記液晶セル１２から適宜選
択して出射させることができる。
【００６１】フィールドシーケンシャル表示の画面のち
らつきを発生させないためのフィールド期間に関する制
御条件には変わりはないものの、前述のように、透過及
び反射領域が、相互に補完すべく遮光着色領域として働
くため、各領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ、３４Ｒ、３４
Ｇ、３４Ｂの表示期間は、各々３ｍｓ以下に設定する必
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要がある。
【００６２】なお、各色領域３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ又
は３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂの移動方向は、液晶セル（画
面）に対して横断的、即ち、上下方向でなければならな
いことは、本発明の実施の形態の第２例と同様である。
【００６３】一方、前記液晶セル１２においては、制御
装置１６により、前記遮光着色領域に対応する期間をブ
ランキング期間として黒表示を行うようにする。
【００６４】従って、この半透過半反射型カラー液晶表
示装置における半透過半反射フィルム３８は、周囲の環
境が暗い状況では、光源３０の点灯下、透過領域３２
Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ、遮光着色領域３４Ｒ、３４Ｇ、３
４Ｂの順で、又、周囲が明るい環境では、光源３０の消
灯下、反射領域３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂ、遮光着色領域
３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂの順で、順次回転移動すること
によって、図８に模式的に示されるように、例えば図に
おいて右方向に移動する動画表示における第１フレー
ム、第２フレーム及び第３フレームそれぞれにおいて、
Ｒ→Ｇ→Ｂ→Ｂlack→Ｒ→Ｇ→Ｂ→Ｂlackのように、３
色の表示の後に必ず黒表示がなされる。
【００６５】これによって、いわゆる色割れを防止する
ことができる。即ち、遮光着色領域が設けられず、且
つ、液晶セル１２側で黒表示のブランキング期間が設け
られていない場合は、前記と同様の動画表示のときに、
図９に示されるように、各フレームの最後の色Ｂが次の
フレームの最初の色Ｒと、観察者の網膜における残像現
象により混合されてしまい、いわゆる色割れ現象が発生
することがあるが、この実施の形態の第３例に係る半透
過半反射型カラー液晶表示装置７０においては、Ｒ、
Ｇ、Ｂの各色の表示の後に遮光着色領域による黒表示が
あるので、色割れが生じることがない。
【００６６】上記実施の形態の例において、半透過半反
射フィルム１８、２８若しくは３８のいずれかにおける
半透過半反射色光を形成するための半透過半反射領域
は、Ｒ・Ｇ・Ｂの各々に対して１つのみであるが、本発
明はこれに限定されるものでなく、図１０に示される実
施の形態の第４例のように、Ｒ・Ｇ・Ｂの半透過半反射
領域４８Ｒ、４８Ｇ、４８Ｂ及び／又はこれらと遮光着
色領域４９を、１つの半透過半反射フィルム４８に２組
以上設定してもよい。
【００６７】この場合、半透過半反射フィルム４８の駆
動速度を、前記半透過半反射型カラー液晶表示装置１
０、４０若しくは７０のいずれかと比較して、その設定
組数に比例して遅くすることができる。
【００６８】更に、上記実施の形態の例においては、半
透過半反射フィルム１８、２８若しくは３８のいずれか
はモータ２０Ｃによって連続的に駆動されるものである
が、本発明はこれに限定されるものでなく、例えば映画
フィルムのように、各色及び遮光着色領域毎にコマ送り
してもよい。この場合、モータ２０Ｃは、パルスモータ
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11
を用いるとよい。
【００６９】このように、半透過半反射フィルムにおけ
る反射領域及び／又は遮光着色領域が間欠的に駆動・回
転されると、その領域の保持時間を得ることができるの
で、画面の視認性を飛躍的に向上させることができる。
【００７０】
【実施例】以下本発明の実施例について詳細に説明す
る。
【００７１】まず、厚さ７０μｍのＰＥＴフィルムを基
材として、これに真空蒸着法によって６０ｎｍのアルミ
ニウム層を反射層として形成したフィルム（日本メタラ
イジング社製）を得た。その上に、露光により粘着性を
発現する感光性物質を塗布して感光性層（厚さ１．５μ
ｍ）を形成した。
【００７２】次に、感光性層に対して遮光性部用のホト
マスクを介して紫外線露光をした。露光用の光源は超高
圧水銀灯を用いた。
【００７３】これにより、Ｒ・Ｇ・Ｂの３色からなる色
領域を有する半透過半反射フィルムを形成した。半透過
半反射フィルムの幅は４０ｍｍ、着色半透過半反射領域
の長さをそれぞれ２７ｍｍとした。
【００７４】次に、感光性層に対して遮光性部用のホト
マスクを介して紫外線露光をした。露光用の光源は超高
圧水銀灯を用いた。
【００７５】これにより、Ｒ・Ｇ・Ｂの３色からなる色
領域を有する半透過半反射フィルムを形成した。半透過
半反射フィルムの幅は４０ｍｍ、着色半透過半反射領域
の長さをそれぞれ２７ｍｍとした。
【００７６】次に、駆動装置として、モータとこれに取
り付けられた回転支持体からなる小型シリンダを２個並
設し、これにエンドレス帯状の前記半透過半反射フィル
ムを巻き付けて、回転可能とした。
【００７７】液晶表示パネルとしては、大きさが３０ｍ
ｍ×４０ｍｍ、表示分解能がＶＧＡ対応の６４０×４８
０、且つ、表示モードがＯＣＢ－ｍｏｄｅであるＴＦＴ
－ＬＣＤを採用した。このＬＣＤの配向膜材料として
は、ＳＥ７２１０（日産化学製）を選択し、ＴＦＴ基板
とその対向基板に塗布し、平行ラビング処理を施した。
又、基板間のギャップは６μｍとし、セル両面に光学補
償フィルムを配置した。
【００７８】液晶としては、チッソ（株）製ＬＩＸＯＮ
  ＴＤ－６００４ＸＸを採用し、その表示特性を測定し
た。前記２つのシリンダは、制御装置によって、その回
転速度を、液晶の応答時間に同期させた。
【００７９】その結果、良好なカラー表示を得ることが
できた。
【００８０】更に、実施の形態の第１～４例のいずれに
おいても、画像表示中の光源の点滅がなかったことか
ら、ＬＥＤ等の短残光性光源を用いた場合のような立上
り応答及び立下り応答時の光強度変化がなく、目に優し
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い高視認性の表示を得ることができた。
【００８１】
【発明の効果】本発明は上記のように構成したので、フ
ィールドシーケンシャル表示方式の半透過半反射型カラ
ー液晶表示装置を得ることができ、これによって、バッ
テリ駆動の携帯電子機器等に利用することができ、明瞭
な画像表示ができるという優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の第１例に係る半透過半反
射型カラー液晶表示装置を示す略示分解斜視図
【図２】同半透過半反射型カラー液晶表示装置における
半透過半反射フィルムを示す展開図
【図３】同半透過半反射型カラー液晶表示装置における
半透過半反射フィルムを展開した一部を示す拡大図
【図４】同半透過半反射型カラー液晶表示装置における
液晶セルの１画素を拡大して示す断面図
【図５】同半透過半反射型カラー液晶表示装置における
半透過半反射フィルムの一部を拡大して示す断面図
【図６】本発明の実施の形態の第２例に係る半透過半反
射型カラー液晶表示装置における半透過半反射フィルム
を示す展開図を含む斜視図
【図７】本発明の実施の形態の第３例における半透過半
反射フィルムを示す展開図
【図８】同半透過半反射型カラー液晶表示装置による色
表示の状態を画面の水平方向の位置と時間軸方向との関
係で表示した模式図
【図９】半透過半反射フィルムに遮光着色領域を設けな
い場合の図８と同様の模式図
【図１０】本発明の実施の形態の第４例における半透過
半反射フィルムを示す展開図
【符号の説明】
１０、４０、７０…半透過半反射型カラー液晶表示装置
１２…液晶セル
１４、３４、５４…半透過半反射装置
１６…制御装置
１８、２８、３８、４８…半透過半反射フィルム
１８Ａ…基材フィルム
１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、２８Ｒ、２８Ｇ、２８Ｂ、４
８Ｒ、４８Ｇ、４８Ｂ…色領域
１９…反射層
１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ…着色層
１９Ｃ…保護層
２０…駆動装置
２０Ａ、２０Ｂ…ロール
２０Ｃ…モータ
２２Ｒ、２２Ｇ、２２Ｂ、３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂ…透
過領域
２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂ、３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂ…反
射領域
３０…バックライト光源
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４９…遮光着色領域

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図９】
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